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リニアトンネル、名古屋市内で今春に掘削開始 ＪＲ東海

 JR東海は5⽇、リニア中央新幹線の名古屋市内の⼯区の⼀部で、トンネル⼯事の周辺への影響を調べる「調査掘進」を今春から始めると
発表した。夏ごろまでに同市中区の「名城⾮常⼝」から愛知県春⽇井市⽅向に約300メートル掘る。この結果を住⺠に説明したうえで本格
的な掘削に移る。東京圏に続いて名古屋の都⼼部でもトンネル⼯事が具体化する。

 トンネル掘削に関する環境保全計画書を沿線⾃治体に同⽇送付した。リニア名古屋駅と春⽇井市の「勝川⾮常⼝」を結ぶ「第⼀中京圏ト
ンネル（名城⼯区）」約7.6キロメートルのうち、名城⾮常⼝以東の約5.8キロ区間が対象。シールドマシンを使い、深さ40メートル以上の
「⼤深度地下」を掘る。施⼯期間は2026年3⽉まで。

 JR東海はすでに今年1⽉に名古屋市内で沿線の住⺠向け説明会を計4回開催し、約360⼈が参加した。住⺠からは地表⾯や地下⽔に与える
影響、振動などに関する質問が出され、同社から対策が説明されたという。

 リニア中央新幹線に伴うシールドトンネル⼯事は東京圏で先⾏しており、23年9⽉には川崎市東百合丘⼯区で調査掘進が終了している。

【関連記事】
・静岡・川勝知事、リニア巡る掘削調査を条件付きで容認
・「⼤阪から東京」江⼾時代なら２週間、リニアで1時間に
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